
～カギで囲まれた語句や文の間のマスあけは？～ 

 

カギで囲まれた文が並列して出てくる場合のマスあけは、「点訳のてびき（以下、てびき）第４版」

になり、とてもシンプルな考え方ができるようになりました。しかし、あの悩ましかった「てびき

第３版」の規則と混同してしまう方も多いようです。 

「てびき第３版」では、 

・ カギ類で囲んだ独立した文が並列する時や、カギ類を閉じた後ろに新しい文が始まる場合は、

その間を２マスあける。 

・ 一つの文の中に、カギ類で囲んだ文が並列する時は、その間を２マスあけて書いてよい。とい

う規則でした。カギで囲まれた語句や文が続けて出てくると、並列しているのか、会話なのか、

前後の文脈からその関係を考えなくてはなりませんでした。 

「てびき第４版」では 

・ カギ類で囲んだ独立した文が並列する時や、カギ類を閉じた後ろに新しい文が始まる場合は、

その間を２マスあける。 

・ 一つの文の中に、カギ類で囲んだ「文」と「文」が並列する場合、閉じカギと開きカギとの間は１

マスあける。と変更されました。 

ところが、これまでの習慣から、一つの文の中に、カギで囲まれた長い文が並列していると、

カギ閉じとカギ開きの間を２マスあけされているケースをしばしば見受けます。 

今後は、「カギ類で囲まれた文の一つ一つが独立している場合は間を２マスあけし、文中で並列

している場合は、１マスあけにする」とシンプルに考えてみてください。文中に短文が並列してお

り、それらが読点で区切られている場合は読点のあとを１マスあけにするのと同様に、カギで囲

まれた短文が並列していても１マスあけになるということなのです。 

（例） 

ご来館時のお願い。「マスクを着用してください」「手指消毒をしてください」 

 無無・こらいかん・しの無おね・かい。無無＿ますくを無￥たくよー無 

 して無く・たさい＿無無＿￥すし無￥そー・とくを無して無 

 く・たさい＿ 

 

説明書に、「３分間普通に歩いてください」「１分は早歩き、２分は普通に歩いてくだ 

さい」と、書かれていました。 

 無無せつめい￥そに、無＿＃３ぱふんかん無ふつーに無あるいて無 

 く・たさい＿無＿＃あぱふんわ無はやあるき、無＃２ふんわ無ふつーに無 

 あるいて無く・たさい＿と、無かかれて無いました。 

 

囲み記号 てびき１０４～１０６ページ、指導者ハンドブック第 4 章 18 ページを参照 


